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研究課題名 生態特性に応じた蓄積過程の解明 

 小課題名  生態特性に応じた蓄積過程の解明 

 研究期間 2018 年～2023 年 

遠藤雅宗・渡部 翔・榎本昌宏 

 

目     的 

 本県沿岸の魚介類の放射性セシウム（137Cs）濃度は全体的に低下傾向にあるが、極稀に比較的

高濃度の検体が確認されている。魚介類の放射性物質蓄積のメカニズムについて未だ解明されて

いない部分が、漁業者や消費者の不安につながることが懸念される。そこで本試験では、魚類の

生態特性や年齢の違いと放射性物質濃度の傾向との関係を検討することで、放射性物質蓄積過程

の一端を明らかにすることを目的とする。 

 

方     法 

１ 生物学的情報の収集及び放射性物質濃度・安定同位体比の分析 

 2023 年 1 月～2024 年 3 月までに福島県沿岸において、緊急時環境放射線モニタリングにおけ

る漁船及び調査指導船いわき丸等の調査により採取された魚種のうち 5 魚種（クロソイ（n=270）、

ヒラメ（n=275）、マダラ（n=71）、マコガレイ（n=133）、シロメバル（n=50））を対象とした。

調査船みさきの広田式ソリネットを用いた調査により採取した餌生物（n=43）を試料として用い

た。採取された試料は、個体毎に全長や体重、性別、生殖腺重量、生殖腺熟度、胃内容物種類、

胃内容物重量等を測定するとともに、耳石を採取し年齢査定を行った。 

2022 年 9 月～2024 年 1 月に採集された対象 5 魚種 269 試料について、137Cs 濃度分析を行った。
137Cs 濃度分析では、採取された供試魚の筋肉部位を用いて、凍結乾燥処理または灰化処理を行っ

た後、ゲルマニウム半導体検出器によって測定を行った。 

2023 年 11 月～12 月に採集されたヒラメ 9 試料について、放射性 Sr（90Sr）濃度分析を行った。
90Sr 濃度分析では、放射能測定シリーズ 2「放射性ストロンチウム測定法」（文部科学省 2023 年

改訂）に従い行った。 

2023 年 7 月～12 月に採集されたヒラメ 4 試料(うち 2 試料は、2 個体をプールして 1 試料と

した。)について TFWT（組織内自由水）濃度及び OBT（有機結合型トリチウム）濃度分析を行

った。また、ヒラメと同時期、同地点で採集された表層の海水 4 試料、底層の海水 1 試料に

ついてトリチウム濃度分析を行った。 

また、137Cs 濃度の分析を完了した対象 5 魚種 158 試料及び餌生物 23 種 40 試料について、炭素

・窒素安定同位体比（CN 比）を測定した。CN 比は、魚類の場合は筋肉部位、その他の試料は試料

全体を凍結乾燥、脱脂処理した後、安定同位体比質量分析計を用いて測定を行った。魚類を除く

その他の試料については、測定前に脱炭酸処理も実施した。 

 

２ 対象 5 魚種の 137Cs 濃度の推移 

2020～2023 年における対象 5 魚種の 137Cs 濃度の推移を確認した。 

 

結     果 

１ 生物学的情報の収集及び放射性物質濃度・安定同位体比の分析 

耳石による年齢査定は対象 4 魚種（クロソイ、ヒラメ、マコガレイ、シロメバル）158 試料の

査定が終了した（表 1）。 

 137Cs 濃度は対象 5 魚種で 0.085～5.33 Bq/kg であった（表 2）。 
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90Sr 濃度はヒラメで検出下限値(0.017 Bq/kg)未満～0.030 Bq/kg を示した（表 3）。 

ヒラメの TFWT 濃度は 0.031～0.060 Bq/kg-wet、OBT 濃度はすべて検出下限値未満（検出下限 

値:0.042～0.057 Bq/kg-wet）、表層の海水のトリチウム濃度は 0.047～0.056 Bq/L、底層の海水

のトリチウム濃度は 0.068 Bq/L であった（表 4）。ヒラメの TFWT 濃度は海水のトリチウム濃度

と同等の値であった。 

 CN 比は対象 5 種で、δ15N が 6.8～15.4 ‰、δ13C が-18.6～-14.4 ‰であった（表 5）。また、

その餌生物 23 種で、δ15N が 4.5～15.2 ‰、δ 13C が-19.4～-14.6 ‰であった（表 6）。 

各魚種の生物学的情報と 137Cs 濃度、90Sr 濃度、トリチウム濃度、CN 比等をデータベースにま

とめた。 

 

２ 対象 5 魚種の 137Cs 濃度の推移 

クロソイ、シロメバル、ヒラメ、マコガレイで低下傾向がみられ、震災以前の北日本太平洋

沿岸域における魚介類の 137Cs 濃度の平均値 0.25 Bq/kg1)に近づいていた（表 7）。また、マダラ

の 137Cs 濃度の平均値（検出下限値 0.24 Bq/kg 未満のデータ（85 検体中 4 検体）を除く。）は当

該期間において全ての年で 0.25 Bq/kg 未満であった（表 7）。 

 

表 1 年齢査定の結果 

 

表 2 137Cs 濃度の分析結果 

 

 

表 3 90Sr 濃度の分析結果

 

 

 

 

 

魚種 分析個体数（n） 全長（mm） 濃度（Bq/kg）

クロソイ 90（オス;46、メス;44） 320～544 0.199～1.48

ヒラメ 83（オス;35、メス;47、不明;1） 190～840 0.092～5.33

マコガレイ 48（オス;16、メス;30、不明;2） 171～459 0.168～1.49

シロメバル 30（オス;15、メス;13、不明;2） 208～502 0.137～1.34

マダラ 18（オス;2、メス;10、不明;6） 208～502 0.085～0.267

魚種 分析個体数（n） 全長（mm） 濃度（Bq/kg）

ヒラメ 9（オス;3、メス;6） 566～741 検出下限値(0.017 Bq/kg)未満～0.030

魚種 個体数(n) 全長(mm) 年齢

クロソイ 77(オス:35、メス;42) 320～544 2～19齢

ヒラメ 29(オス:14、メス;13、不明;2) 333～880 1～14齢

マコガレイ 29(オス:10、メス;18、不明;1) 222～440 1～11齢

シロメバル 23(オス:14、メス;9) 165～311 1～12齢
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表 4 トリチウム濃度の分析結果 

 

表 5 対象 5 魚種における CN 比の分析結果

 

 

表 6 餌生物における CN 比の分析結果 

 

表 7 対象 5 魚種における各年毎の 137Cs 濃度

 

 

 

魚種 分析個体数（n） 全長（mm） δ15N(‰) δ13C(‰)

クロソイ 26（オス;14、メス;12） 347～535 13.0～15.4 -17.2～-15.6

ヒラメ 50（オス;16、メス;30、不明;4） 152～880 12.3～13.6 -17.6～-16.1

マコガレイ 40（オス;13、メス;24、不明;3） 155～449 11.0～13.8 -16.4～-14.4

シロメバル 13（オス;5、メス;6、不明;2） 165～295 12.4～14.4 -17.2～-15.2

マダラ 29（オス;6、メス;15、不明;8） 208～502 6.8～13.4 -18.6～-17.0

ヒラメ

採捕した年 分析個体数（n） 全長（mm） 濃度（Bq/kg） 最大濃度 最小濃度

2020 88（オス;29、メス;59） 299～895 0.803±0.493 2.77 ND

2021 67（オス;29、メス;38） 343～813 1.18±3.63 23.5 0.148

2022 31（オス;12、メス;18、不明;1） 180～880 0.467±0267 1.16 0.133

2023 61（オス;25、メス;35、不明;1） 190～840 0.356±0.206 0.0922 LTD

検体名 分析数（n） TFWT濃度(Bq/kg-wet) OBT濃度(Bq/kg-wet) トリチウム濃度(Bq/L)

ヒラメ 6（オス;2、メス;4） 0.031～0.060
検出下限値未満

（検出下限値：0.042～0.057）
－

表層の海水 4 － － 0.047～0.056

底層の海水 1 － － 0.068

魚種 検体数（n） δ
15

N(‰) δ
13

C(‰)

アミ類 3 8.3～10.3 -19.4～-16.4

カニ・ヤドカリ類 15 5.9～11.5 -17.6～-16.0

エビ類 7 8.9～11.0 -18.8～-15.8

多毛類 3 10.3～15.2 -17.5～-14.6

貝類 4 11.3～12.7 -17.6～-15.5

魚類（イワシ類、稚魚等） 5 7.6～12.7 -18.8～-15.5

イカ類 1 9.8 -16.9

クモヒトデ 1 9.8 -17.4

端脚類 1 4.5 －19.1
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マダラ

採捕した年 分析個体数（n） 全長（mm） 濃度（Bq/kg） 最大濃度 最小濃度

2020 92（オス;46、メス;44） 320～544 0.214±0.117 1.49 0.199

2021 83（オス;35、メス;47、不明;1） 190～840 0.209±0.0755 5.34 0.092～5.35

2022 48（オス;16、メス;30、不明;2） 171～459 0.204±0.118 1.5 0.168～1.51

2023 18（オス;2、メス;10、不明;6） 208～502 0.1143±0.0481 0.085～0.268 0.085～0.269

クロソイ

採捕した年 分析個体数（n） 全長（mm） 濃度（Bq/kg） 最大濃度 最小濃度

2021 277（オス;126、メス;150、不明;1）283～570 2.38±19.6 14.1 0.174

2022 163（オス;71、メス;91、不明;1） 291～576 0.708±0.421 2.46 0.116

2023 86（オス;43、メス;43） 320～544 0.579±0.268 1.48 LTD

シロメバル

採捕した年 分析個体数（n） 全長（mm） 濃度（Bq/kg） 最大濃度 最小濃度

2020 58（オス;26、メス;31、不明;1） 216～323 1.14±0.455 2.88 0.573

2021 76（オス;38、メス;38） 196～410 0.935±0.540 4.09 0.271

2022 76（オス;39、メス;34、不明;3） 192～315 0.826±0.330 2.29 0.293

2023 39（オス;24、メス;13、不明;2） 165～311 0.470±0.223 1.34 LTD

マコガレイ

採捕した年 分析個体数（n） 全長（mm） 濃度（Bq/kg） 最大濃度 最小濃度

2020 88（オス;33、メス;54、不明;1） 221～507 0.911±0.530 3.20 0.120

2021 37（オス;14、メス;23） 175～470 1.01±0.448 2.04 0.366

2022 36（オス;18、メス;18） 191～469 0.772±0.430 1.70 0.180

2023 38（オス;10、メス;26、不明;2） 171～459 0.561±0.323 1.49 LTD
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研究課題名 生態特性に応じた蓄積過程の解明 

 小課題名  海産魚介類の緊急時モニタリング及び自主検査支援 

 研究期間 2011 年～2023 年  

  

鷹﨑和義・榎本昌宏・渡部 翔 

・遠藤雅宗 

 

目     的 

 福島県は、2011 年 4 月から、ゲルマニウム半導体検出器（以下、Ge 検出器）を用いて、海産魚

介類の緊急時環境放射線モニタリング（以下、モニタリング）を開始した 1)。また、福島県漁業

協同組合連合会（以下、県漁連）は、2012 年 6 月の試験操業開始以降、NaI または CsI シンチレ

ーションカウンター用いて、海産魚介類の自主検査を開始した 2)。ここで、放射性 Cs 濃度（134Cs

と 137Cs の合算値）の基準値は、国は 100Bq/kg、県漁連は 50Bq/kg であり、県は国の基準値に基

づいてモニタリングを実施している。 

福島県産水産物の安全性を示す基礎資料とするために、モニタリングと自主検査の結果を、

2023 年を中心に整理した。 

 

方     法 

モニタリング及び自主検査の方法は、根本ら(2013)1)の及び根本ら(2018)2)のとおりである。

2023 年 12 月末までのモニタリング及び自主検査の結果を整理した。 

 

結     果 

１ モニタリング（表 1、図 1） 

福島県で水揚げされた魚種は全てモニタ

リングを行い、2012 年以降、年間約 4～9 戦

検体を検査した。そのうち、不検出（検出下

限値は概ね 15～20Bq/kg 前後）の検体の割

合は、2011 年は 14.9％であったが、その後

上昇し、2018 年以降は 99％以上で推移して

いる。2023 年の不検出割合は 99.4％であ

り、放射性 Cs が検出された検体（n=23）は、

2 月 20 日～3 月 23 日採捕のスズキ（n=22、

8.7～33 Bq/kg）と 12 月 14 日採捕のマコガ

レイ（n=1、13 Bq/kg）であった。 

100 Bq/kg を超過した検体の割合は、2011

年は 39.9％であったが、その後低下し、2014

年以降は 1％未満で推移している。 

2023 年 12 月末現在、出荷制限指示の対

象種はクロソイのみである（2022 年 1 月 26

日採捕の検体の自主検査で 1,400Bq/kg 検

出、出荷制限指示は 2022 年 2 月 8 日発出）。

クロソイの出荷制限解除に向けたモニタリングの検体数は、2023 年は 277 検体、累計で 703 検体

となり、全て不検出であった。 

表 1 モニタリングの検体数の推移 

＊公表日で集計

検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％
2011 1,952 290 14.9 884 45.3 778 39.9
2012 5,578 2,278 40.8 2,376 42.6 924 16.6
2013 7,549 5,127 67.9 2,139 28.3 283 3.7
2014 8,706 7,234 83.1 1,396 16.0 76 0.9
2015 8,577 7,675 89.5 898 10.5 4 0.05
2016 8,594 8,166 95.0 428 5.0 0 0.0
2017 8,707 8,540 98.1 167 1.9 0 0.0
2018 6,481 6,436 99.3 45 0.7 0 0.0
2019 5,970 5,958 99.8 12 0.2 0 0.0
2020 4,261 4,256 99.9 5 0.1 0 0.0
2021 3,753 3,745 99.8 7 0.2 1 0.03
2022 3,946 3,944 99.9 2 0.1 0 0.0

1 167 167 100.0 0 0.0 0 0.0
2 383 383 100.0 0 0.0 0 0.0
3 693 671 96.8 22 3.2 0 0.0
4 340 340 100.0 0 0.0 0 0.0
5 248 248 100.0 0 0.0 0 0.0
6 436 436 100.0 0 0.0 0 0.0
7 208 208 100.0 0 0.0 0 0.0
8 162 162 100.0 0 0.0 0 0.0
9 274 274 100.0 0 0.0 0 0.0
10 325 325 100.0 0 0.0 0 0.0
11 406 406 100.0 0 0.0 0 0.0
12 352 351 99.7 1 0.3 0 0.0
計 3,994 3,971 99.4 23 0.6 0 0.0

78,068 67,269 86.2 8,733 11.2 2,066 2.6合計

100Bq/kg超過不検出
年 月 全検体数

2023

～100Bq/kg以下
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図 1 モニタリングの月別検体数、100 Bq/kg 超過及び不検出の割合の推移 

 

２ 自主検査（表 2、図 2） 

試験操業では安全性が高い魚種のみを対象としたため、自主検査開始直後から、ほとんどの検

体が不検出（検出下限値 12.5 Bq/kg 未満）となっている。これまでに 50 Bq/kg を超過した検体

（その後、出荷自粛）は 8 検体、25 Bq/kg を超過した検体（出荷一時停止）は 20 検体であった。

このうち 2023 年の 50 Bq/kg 超過事例は、2 月 7 日採捕のスズキ（自主検査で 94 Bq/kg、精密検

査で 85 Bq/kg）であり、同日、県漁連はスズキの出荷を自粛した。出荷自粛解除のためのモニタ

リングで安全性が確認されたことから（表 3）、県漁連は福島県地域漁業復興協議会及び県下漁

業協同組合長会での承認を得たうえで、3 月 30 日に出荷自粛を解除した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊単位　Bq/kg

検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％ 検体数 ％
2012 433 432 99.77 1 0.23 0 0.0 0 0.0 0 0.0
2013 620 613 98.87 6 0.97 1 0.16 0 0.0 0 0.0
2014 1,672 1,639 98.03 31 1.85 0 0.0 1 0.06 1 0.06
2015 2,778 2,743 98.74 33 1.19 2 0.07 0 0.0 0 0.0
2016 4,288 4,268 99.53 19 0.44 1 0.02 0 0.0 0 0.0
2017 8,919 8,903 99.82 14 0.16 2 0.02 0 0.0 0 0.0
2018 12,350 12,334 99.87 11 0.09 4 0.03 1 0.01 0 0.0
2019 14,229 14,220 99.94 5 0.04 2 0.01 1 0.01 1 0.01
2020 17,700 17,696 99.98 3 0.02 1 0.01 0 0.0 0 0.0
2021 17,925 17,913 99.93 6 0.03 5 0.03 0 0.0 1 0.01
2022 18,809 18,805 99.98 1 0.01 2 0.01 0 0.0 1 0.01

1 1,516 1,515 99.93 1 0.07 0 0.0 0 0.0 0 0.0
2 1,589 1,588 99.94 0 0.0 0 0.0 1 0.06 0 0.0
3 1,823 1,823 100.00 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
4 1,631 1,631 100.00 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
5 1,536 1,536 100.00 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
6 1,885 1,885 100.00 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
7 1,202 1,202 100.00 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
8 868 868 100.00 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
9 2,039 2,039 100.00 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
10 1,986 1,986 100.00 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
11 2,106 2,106 100.00 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
12 1,956 1,956 100.00 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
計 20,137 20,135 99.99 1 0.00 0 0.0 1 0.00 0 0.0

119,860 119,701 99.87 131 0.11 20 0.02 4 0.00 4 0.00

100超過

合計

25超過50以下不検出
年 月 全検体数

2023

50超過100以下～25以下

表 2 自主検査の検体数の推移 
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図 2 自主検査の月別検体数、50 Bq/kg 超過及び不検出の割合の推移 

 

  表 3 スズキの出荷自粛解除のためのモニタリング結果 
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研究課題名 沿岸性資源解析 

 小課題名  ALPS 処理水海洋放出に係る風評影響調査 

 研究期間 2023 年 

  

鷹﨑和義  

 

目     的 

 東京電力福島第一原子力発電所からの ALPS 処理水海洋放出（以下、海洋放出）の開始（2023

年 8 月 24 日）による風評影響の基礎資料を収集することを目的として、主要な福島県産水産

物の単価（産地市場、消費地市場）を調査した。 

 

方     法 

１ 産地市場の調査 

2022 年の属地水揚金額が 1 億円を超えた 11 種類 

（ヒラメ、シラス、ヤナギダコ、サバ類、スズキ、 

カツオ、オキナマコ、タチウオ、トラフグ、キアン

コウ）を対象に、県内産地市場の属地水揚データを

用いて 2023 年 8 月 25 日（海洋放出後の初水揚日)

～11 月 30 日（3 回目の海洋放出の終了月）の水揚

量と単価を整理して、前年同期と比較した。 

 

２ 消費地市場の調査 

東京都中央卸売市場のホームページ（「市場取引

情報」－「市場統計情報(月報・年報)」－「統計情

報検索（魚種：水産、検索方法：出荷地検索）」か

ら表 1 のデータを抽出して、2023 年 9 月～11 月に

全市場（豊洲・築地・足立・大田市場の合計）に出

荷された福島県を出荷地とする水産物（以下、福島 

県産水産物）の取扱量及び単価を整理して、前年同期と比較した。ここで、ヒラメ、スズキ、マ

アナゴの取扱量は鮮魚と活魚類の合算値を、単価は鮮魚と活魚類の取扱金額の合算値を取扱量の

合算値で除した値を整理した。 

 

結     果 

１ 産地市場の調査 

単価が前年同期より 10%以上増加した魚種は、オキナマコ（前年同期比 46％）、カツオ（同 59

％）、シラス（同 81％）であった(表 2)。これら 3 魚種の水揚量の前年同期比はそれぞれ 65、

129、75％であり、カツオの単価の低下は水揚量の増加が一因であると考えられた。シラスの単価

が前年同期より大きく低下した一因として、2022 年 11 月のシラスの単価が 1,383 円/kg と特異

的に高かったことが挙げられる（図 1）。産地市場におけるナマコ類の単価が海洋放出後に前年

同期よりも低下した事例は、紋別（北海道）、石巻（宮城）でも確認された（図 2）。 

 

２ 消費地市場の調査 

単価が前年同期比より 10％以上低下した魚種は、カツオ（同 75%）のみであった(表 3)。カツ

No. 対象種 大分類 中分類 小分類

1 ヒラメ 鮮魚 その他鮮魚類 ひらめ（国内）

活魚類 活魚類 活ひらめ

2 シラス 加工品 煮干製品類 しらす干

3 ヤナギダコ 加工品 湯煮品類 煮たこ

4 サバ類 鮮魚 その他鮮魚類 さば

5 スズキ 鮮魚 その他鮮魚類 すずき

活魚類 活魚類 活すずき

6 カツオ 鮮魚 かつお類 かつお

7 オキナマコ データなし

8 タチウオ 鮮魚 その他鮮魚類 たちうお（国内）

9 マアナゴ 鮮魚 あなご類 まあなご

活魚類 活魚類 活あなご

10 トラフグ 鮮魚 ふぐ類 とらふぐ

11 キアンコウ 鮮魚 その他鮮魚類 あんこう

表 1 消費地市場の調査の対象種及び 

 ホームページ上の種類名 
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オの取扱量の前年同期比は 175％であり、カツオの単価の低下は取扱量の増加が一因であると考

えられた。 

 

表 2 県内産地市場における主要水産物の単価及び水揚量（8/25～11/30） 

 

 

 

図 1 福島県におけるシラスの水揚量及び   図 2 産地市場におけるナマコ類の単価の推移 

   単価の推移                ※（一社）漁業情報サービスセンターのホームページ 

                                「おさかなひろば」の「月報」－「産地市場」－ 

                                「中分類 貝類」－「小分類 なまこ類」のデータ 

 

 

 

 

 

 

                 前年同期比

単価 水揚量 単価 水揚量 単価 水揚量

No. （円/kg） （トン） （円/kg） （トン） （%） （%）

（a） （b） （c） （d） （a/c×100） （b/d×100）

1 ヒラメ (689) 1,941 86.9 1,618 97.4 120 89

2 シラス (495) 615 312.7 763 416.1 81 75

3 ヤナギダコ (210) 511 87.4 551 224.8 93 39

4 サバ類 (198) 110 812.1 63 191.2 176 425

5 スズキ (191) 1,147 13.9 970 35.9 118 39

6 カツオ (159) 341 29.2 582 22.7 59 129

7 オキナマコ (137) 769 2.4 1,689 3.6 46 65

8 タチウオ (129) 1,862 11.5 1,736 15.8 107 73

9 マアナゴ (127) 1,604 8.3 1,719 5.9 93 142

10 トラフグ (124) 4,092 15.7 2,886 29.0 142 54

11 キアンコウ (100) 547 52.3 539 75.8 102 69

2023年 2022年対象種
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表 3 東京都中央卸売市場における福島県産水産物の単価及び取扱量 
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結果の発表等 令和 5 年度参考に供する成果「ALPS 処理水海洋放出後の福島県産水産物の単価」 

登録データ  23-03-003 「風評影響調査」（10-69-2223） 

 

 

  

単価 取扱量 単価 取扱量 単価 取扱量

（円/kg） （kg） （円/kg） （kg） （%） （%）

（a） （b） （c） （d） （a/c×100） （b/d×100）

1 ヒラメ 2,338 341.0 2,406 314.8 97 108

2 シラス 1,901 1,656.0 1,936 1,148.8 98 144

3 ヤナギダコ 2,518 189.5 2,488 223.6 101 85

4 サバ類 580 1,473.5 565 1,580.1 103 93

5 スズキ 1,099 292.5 1,105 297.1 99 98

6 カツオ 747 1,795.5 993 1,028.7 75 175

7 オキナマコ データなし

8 タチウオ 1,818 128.3 1,562 194.7

9 マアナゴ 2,155 334.9 2,300 310.6 94 108

10 トラフグ 2,654 39.5 2,435 40.8 109 97

11 キアンコウ 1,174 118.2 889 167.0 132 71

No. 対象種

2023年 2022年 前年同期比
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研究課題名 海水・海底土における放射性物質の動態の把握と汚染源の特定 

 小課題名  福島県沿岸の海水・海底土における放射性物質の経時的変化と局所的分布 

 研究期間 2011 年～2023 年 

渡部 翔・榎本昌宏・遠藤雅宗  

瓜生純也*            

     

目     的 

 2011 年 3 月に発生した東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所（以下、1F）の事故

により、海洋環境に放射性物質が放出された。本調査では、環境中（海水・海底土）の放射性セ

シウム（以下、放射性 Cs）濃度の経時的な変動を把握し、放射性 Cs の漁場環境への影響を明ら

かにすることを目的とする。 

 

方     法 

１ 海水・海底土の放射性 Cs 濃度の把握 

（１）海水・海底土モニタリング（緊急時環境放射線モニタリング） 

 福島県では、2011 年 5 月から海水及び海底土の緊急時環境放射線モニタリングを実施してい

る。海水モニタリングの 2023 年度調査地点は、港湾・漁港 13 地点、浅海漁場 6 地点及び松川浦

1 地点の合計 20 地点であり、月１回検体を採取した（図１、表 1）。港湾・漁港では岸壁から、

浅海漁場では調査指導船いわき丸または調査指導船拓水から、松川浦では調査船かろうねから採

水バケツを用いて表層の海水を採取した。採取した検体は、福島県水産海洋研究センターまたは

福島県水産資源研究所において、沈殿によりゴミを取り除き、2L ペットボトル容器に移した。海

底土モニタリングの 2023 年度調査地点は、浅海漁場 39 地点及び松川浦 3 地点の合計 42 地点で

あり、うち 32 地点は月 1 回検体を採取し、残り 10 地点は 7 月と 1 月の年 2 回検体を採取した

（図 2、表 1）。浅海漁場では調査指導船いわき丸または調査指導船拓水からスミス-マッキンタ

イヤ採泥器を用い、松川浦では調査船かろうねからエクマンバージ採泥器を用いて検体を採取し

た。採取した検体は、福島県水産海洋研究センターまたは福島県水産資源研究所において、吸引

ろ過により脱水し、U-8 容器へ約 100g 程度移した。 

前処理した各検体を福島県環境創造センターに移送し、ゲルマニウム半導体検出器（以下、Ge

検出器）により放射性物質濃度を測定した。放射性 Cs 濃度の検出下限値は、測定条件等により変

動するものの、海水では約 1 Bq/L、海底土では約 10 Bq/kg-dry となっている。また、海底土で

は検体を別途乾燥させて乾土率を算出し、乾重量あたりの放射性 Cs 濃度に換算した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*福島県水産資源研究所 
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図 1 海水の緊急時環境放射線モニタリング地点図（左：福島県全体、右：松川浦） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 海底土の緊急時環境放射線モニタリング地点図（左：福島県全体、右：松川浦） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○港湾・漁港、△浅海漁場、□松川浦 

38°N 

142°E 141°E 140°E 

37°N 

37°45’N 

141°00’E 

出典：地理院地図 Vector（https://maps.gsi.go.jp/vector/）を加工して作成  

   海洋状況表示システム（Http://www.msil.go.jp/）をもとに作成  

△浅海漁場、□松川浦 

38°N 

142°E 141°E 140°E 

37°N 

37°45’N 

141°00’E 

出典：地理院地図 Vector（https://maps.gsi.go.jp/vector/）を加工して作成  

   海洋状況表示システム（Http://www.msil.go.jp/）をもとに作成  

https://maps.gsi.go.jp/vector/
http://www.msil.go.jp/
https://maps.gsi.go.jp/vector/
http://www.msil.go.jp/
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表１ 緊急時環境放射線モニタリング地点一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水深(m) 採取量(L) 水深(m)

港湾・漁港 釣師浜漁港 37 . 874 140 . 936 ○ 2 2 毎月

松川浦漁港 37 . 822 140 . 970 ○ 2 2 毎月

真野川漁港 37 . 681 141 . 008 ○ 8 2 毎月

請戸漁港 37 . 481 141 . 041 ○ 1.5 2 毎月

富岡漁港 37 . 336 141 . 027 ○ 2 2 毎月

久之浜漁港 37 . 148 141 . 001 ○ 3 2 毎月

四倉漁港 37 . 106 140 . 995 ○ 3 2 毎月

豊間漁港(沼之内) 36 . 992 140 . 977 ○ 2 2 毎月

江名港 36 . 967 140 . 959 ○ 3 2 毎月

中之作港 36 . 958 140 . 950 ○ 2 2 毎月

小名浜港 36 . 934 140 . 922 ○ 5 2 毎月

小浜漁港 36 . 910 140 . 836 ○ 2 2 毎月

勿来漁港 36 . 860 140 . 790 ○ 2 2 毎月

浅海漁場 釣師浜沖1.5km 37 . 883 140 . 945 ○ 表層 8 ○ 7 毎月

釣師浜沖2km 37 . 883 140 . 951 ○ 10 毎月

釣師浜沖6km 37 . 883 140 . 998 ○ 20 毎月

磯部沖0.8km 37 . 800 140 . 996 ○ 表層 8 ○ 7 毎月

磯部沖1.8km 37 . 800 141 . 006 ○ 10 毎月

磯部沖4.5km 37 . 800 141 . 036 ○ 20 毎月

磯部沖9km 37 . 800 141 . 142 ○ 30 年2回

磯部沖22.6km 37 . 800 141 . 243 ○ 50 年2回

磯部沖34.8km 37 . 800 141 . 380 ○ 100 年2回

鹿島沖0.6km 37 . 717 141 . 018 ○ 表層 8 ○ 7 毎月

鹿島沖2.6km 37 . 717 141 . 023 ○ 10 毎月

鹿島沖3km 37 . 717 141 . 044 ○ 20 毎月

原町沖0.7km 37 . 613 141 . 031 ○ 7 毎月

原町沖1.5km 37 . 613 141 . 039 ○ 10 毎月

原町沖2.6km 37 . 613 141 . 053 ○ 20 毎月

原町沖9.3km 37 . 617 141 . 124 ○ 30 年2回

原町沖17.8km 37 . 617 141 . 220 ○ 50 年2回

1F沖28.9km 37 . 417 141 . 360 ○ 130 年2回

久之浜沖0.5km 37 . 183 141 . 007 ○ 7 毎月

久之浜沖0.9km 37 . 183 141 . 011 ○ 10 毎月

久之浜沖3km 37 . 183 141 . 035 ○ 20 毎月

久之浜沖8.3km 37 . 183 141 . 095 ○ 50 年2回

久之浜沖14.6km 37 . 183 141 . 166 ○ 100 年2回

四倉沖0.5km 37 . 083 140 . 986 ○ 表層 8 ○ 7 毎月

四倉沖1km 37 . 083 140 . 993 ○ 10 毎月

四倉沖1.7km 37 . 083 141 . 010 ○ 20 毎月

四倉沖3.7km 37 . 080 141 . 022 ○ 30 毎月

四倉沖6.5km 37 . 083 141 . 057 ○ 50 毎月

四倉沖10km 37 . 083 141 . 090 ○ 75 毎月

四倉沖13.6km 37 . 083 141 . 135 ○ 100 毎月

四倉沖20.2km 37 . 083 141 . 191 ○ 125 毎月

江名沖0.5km 36 . 983 140 . 973 ○ 表層 8 ○ 7 毎月

江名沖1km 36 . 983 140 . 979 ○ 10 毎月

江名沖2.6km 36 . 983 140 . 995 ○ 20 毎月

江名沖4.8km 36 . 983 141 . 024 ○ 50 年2回

江名沖11.8km 36 . 983 141 . 101 ○ 100 年2回

勿来沖0.5km 36 . 883 140 . 800 ○ 表層 8 ○ 7 毎月

勿来沖0.8km 36 . 883 140 . 803 ○ 10 毎月

勿来沖5km 36 . 883 140 . 820 ○ 20 毎月

松川浦 湾口部 37 . 823 140 . 973 ○ 表層 2 ○ 毎月

岩子 37 . 805 140 . 969 ○ 毎月

磯部 37 . 780 140 . 982 ○ 毎月

区分 地点
海水

頻度
位置 海底土

北緯( ° ) 東経( ° )
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（２）高感度分析手法を用いた海水中の放射性 Cs 濃度の把握 

 海水における放射性 Cs 濃度を 1 mBq/L 未満の低濃度まで測定し把握するため、2012 年 5 月か

ら極沿岸域 16 地点において岸壁より採水バケツを用いて年 2 回検体を採取し、加えていわき市

小名浜地先から揚水し福島県水産海洋研究センターで使用している海水を週 1 回採取した（図 3、

表 2）。採取した検体は、0.45 µm カートリッジフィルターでろ過して通過したものを溶存態とし

て分離した後、リンモリブデン酸アンモニウム（以下、AMP）濃縮法により処理し、Ge 検出器によ

り溶存態の 134Cs 及び 137Cs 濃度を測定した。なお、本研究は国立研究開発法人水産研究・教育機

構（以下、水産機構）との共同研究として実施した。 

また、2012 年 1 月から外海 4 地点において、調査指導船いわき丸により採水バケツを用いて月

1 回検体を採取した（図 3、表 2）。採取した検体は、0.45 µm フィルターでろ過して通過したも

のを溶存態として分離した後、AMP 濃縮法により処理し、Ge 検出器により溶存態の 134Cs 及び 137Cs

濃度を測定した。近年、鵜ノ尾埼沖の海水において 137Cs 濃度の検出下限値（1 mBq/L）以下が続

いたため、低バックグラウンド井戸型ゲルマニウム半導体検出器（以下、井戸型 Ge 検出器）によ

り 2022 年 2 月から 2023 年 3 月までの試料の再測定を行なった。なお、本研究は福島国際研究教

育機構（以下、F-REI）との共同研究として実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 共同研究における海水検体採取地点図（左：福島県全体、右：いわき市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○外海、□極沿岸域、△小名浜地先 

38°N 

142°E 141°E 140°E 

37°N 

37°00’N 

141°00’E 

出典：地理院地図 Vector（https://maps.gsi.go.jp/vector/）を加工して作成  

   海洋状況表示システム（Http://www.msil.go.jp/）をもとに作成  

140°30’E 141°30’E 

https://maps.gsi.go.jp/vector/
http://www.msil.go.jp/
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表 2 共同研究における海水検体採取地点一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 海底土中の放射性 Cs の局所的分布メカニズムの解明 

（１）曳航式ガンマ線計測法（RESQ）による調査 

海底土における放射性 Cs の一部海域での局所的分布の状況及び経時的変動を把握するため、

2014 年度からガンマ線検出器（NaI シンチレーションカウンター）を搭載した計測装置を調査指

導船いわき丸により約 2kt で曳航し、連続的に海底土の放射性物質濃度を測定する曳航式ガンマ

線計測法（以下、RESQ）を用いて調査していた（図 4）。2023 年度は 5 月 30 日に 1F 沖の 2 定線

で調査を計画していたが（図 5）、調査開始直後に海底地形の影響により機器に接続したワイヤ

ーに異常が発生したため急遽中止した。引き上げ後の機器の外観及び挙動に異常がみられなかっ

たことから 7 月 20 日に改めて調査を行ったが、得られたデータに異常がみられたため、機器メ

ーカーに確認したところ内部機構の故障が発生していることが判明した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 RESQ 調査方法 

採取層 採取量(L)

外海 鵜ノ尾埼沖 37 . 833 141 . 100 表層 40 毎月 F-REI

37 . 833 141 . 600 表層 20 毎月 F-REI

37 . 833 142 . 000 表層 20 毎月 F-REI

四倉沖 37 . 080 141 . 022 表層 40 毎月 F-REI

極沿岸域 新地 37 . 858 140 . 943 表層 20 年2回 水産機構

原釜 37 . 826 140 . 981 表層 20 年2回 水産機構

磯部 37 . 763 140 . 997 表層 20 年2回 水産機構

鹿島 37 . 706 141 . 011 表層 20 年2回 水産機構

小高 37 . 552 141 . 028 表層 20 年2回 水産機構

請戸 37 . 478 141 . 041 表層 20 年2回 水産機構

久之浜 37 . 146 141 . 003 表層 20 年2回 水産機構

四倉 37 . 110 140 . 999 表層 20 年2回 水産機構

薄磯 36 . 996 140 . 982 表層 20 年2回 水産機構

豊間 36 . 993 140 . 979 表層 20 年2回 水産機構

江名 36 . 965 140 . 957 表層 20 年2回 水産機構

中之作 36 . 956 140 . 950 表層 20 年2回 水産機構

永崎 36 . 954 140 . 946 表層 20 年2回 水産機構

下神白 36 . 934 140 . 922 表層 20 年2回 水産機構

小浜 36 . 910 140 . 835 表層 20 年2回 水産機構

勿来 36 . 861 140 . 792 表層 20 年2回 水産機構

いわき市

小名浜地先
36 . 933 140 . 919 20 毎週 水産機構

共同研究

機関
地点区分

位置 海水
頻度

北緯( ° ) 東経( ° )
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図 5 RESQ 定線図（左：福島県沖地図、右：1F 沖地図） 

 

（２）水中テレビロボットカメラ（ROV）を用いた調査 

海底土の採泥と併せて海底観察を行い、海底土の放射性 Cs 濃度と海底性状の関係について検

討するため、図 6 に示す採泥器を搭載した水中テレビロボットカメラ（以下、ROV）及びスミス-

マッキンタイヤ採泥器（以下、SM）を用いて調査した。経時的な放射性 Cs 濃度の変動について検

討するため例年実施している 1F 沖水深 70m 地点を中心とした 9 地点において 2023 年 6 月に調査

した。また、福島県沿岸における南北方向での放射性 Cs 濃度の変動及び河川・汽水域での放射性

Cs 濃度との比較を行うため、四倉沖水深 30m 地点を中心とした 11 地点において 2023 年 7 月に、

1F 沖水深 30m 地点を中心とした 11 地点において 2023 年 9 月に、磯部沖水深 30m 地点を中心とし

た 11 地点において 2024 年 2 月にそれぞれ調査した（図 7、表 3） 

ROV 及び SM で採取した検体は、吸引ろ過により脱水し、U-8 容器へ約 100g 程度移した後、Ge

検出器により 137Cs 濃度を測定した。また、検体を別途乾燥させて乾土率を算出し、乾重量あたり

の 137Cs 濃度に換算した。 

 

 

 

 

 

 

図 6 ROV 概要図（左：ROV 写真、右：ROV 調査方法） 

 

 

 

 

38°N 

37°N 

142°E 141°E 140°E 

37°30’N 

141°00’E 141°15’E 

1F 
1F 

東西定線 

南北定線 

出典：地理院地図 Vector（https://maps.gsi.go.jp/vector/）を加工して作成  

   海洋状況表示システム（Http://www.msil.go.jp/）をもとに作成  

https://maps.gsi.go.jp/vector/
http://www.msil.go.jp/
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図 7 ROV 調査地点図（左上：福島県沖、右上：1F 沖、中：磯部沖、下：四倉沖） 

 

 

 

 

 

 

 

38°N 

37°N 

142°E 141°E 140°E 

37°30’N 

141°00’E 141°15’E 

1F 

1F 

出典：地理院地図 Vector（https://maps.gsi.go.jp/vector/）を加工して作成  

   海洋状況表示システム（Http://www.msil.go.jp/）をもとに作成  

●ROV＋SM、○SM のみ 

37°45’N 

141°00’E 141°15’E 

松川浦 

水深 70m 

（2023 年 6 月） 

水深 30m 

（2023 年 9 月） 

141°10’E 141°00’E 

37°00’N 

37°05’N 

水深 30m 

（2024 年 2 月） 

水深 30m 

（2023 年 7 月） 

四倉港 

https://maps.gsi.go.jp/vector/
http://www.msil.go.jp/
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表 3 ROV 調査地点一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北緯( ° ) 東経( ° )

1F沖 37.450 141.180 50 SM 1

（2023年6月） 37.450 141.200 60 SM 1

37.450 141.220 70 SM 1

37.430 141.180 50 SM 1

ROV 4

SM 1

37.430 141.220 80 SM 1

37.410 141.180 60 SM 1

37.410 141.200 70 SM 1

37.410 141.220 80 SM 1

四倉沖 37.122 141.022 － SM 欠測

（2023年7月） 37.113 141.022 － SM 欠測

37.105 141.022 － SM 欠測

37.097 141.022 20 SM 1

37.088 141.022 － SM 欠測

ROV 6

SM 1

37.072 141.022 30 SM 1

37.063 141.022 30 SM 1

37.055 141.022 30 SM 1

37.047 141.022 30 SM 1

37.038 141.022 30 SM 1

1F沖 37.458 141.100 － SM 欠測

（2023年9月） 37.450 141.100 30 SM 1

37.442 141.100 20 SM 1

37.433 141.100 20 SM 1

37.425 141.100 20 SM 1

ROV 6

SM 1

37.408 141.100 30 SM 1

37.400 141.100 20 SM 1

37.392 141.100 30 SM 1

37.383 141.100 30 SM 1

37.375 141.100 30 SM 1

磯部沖 37.842 141.142 － SM 欠測

（2024年2月） 37.833 141.142 30 SM 1

37.825 141.142 30 SM 1

37.817 141.142 30 SM 1

37.808 141.142 30 SM 1

ROV 6

SM 1

37.792 141.142 30 SM 1

37.783 141.142 － SM 欠測

37.775 141.142 40 SM 1

37.767 141.142 40 SM 1

37.758 141.142 40 SM 1

30

141.142 30

70

採取

検体数
調査地点 調査内容

位置 水深

( m )

37.800

37.430 141.200

37.417 141.100

37.080 141.022 30
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結     果 

１ 海水・海底土の放射性 Cs 濃度の把握 

（１）海水・海底土モニタリング（緊急時環境放射線モニタリング） 

 海水の 134Cs+137Cs 濃度は、2012 年 4 月以降は検出下限値未満（以下、ND）で推移しており、公

表されている 2023 年 4 月～2024 年 3 月においてもすべての地点で ND であった（図 8）。 

 海底土の 134Cs+137Cs 濃度は、公表されている 2023年 4月～2024 年 3月において ND～193 Bq/kg-

dry であり（図 9、表 4）、2018 年度以降は 100 Bq/kg-dry 未満となる地点が全体の 90％以上で

推移しており、2023 年 4 月～2024 年 3 月においても同様の傾向がみられた（図 10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 海水の 134Cs+137Cs 濃度の推移（緊急時環境放射線モニタリング） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 海底土の 134Cs+137Cs 濃度の推移（緊急時環境放射線モニタリング） 

 

 

 

 

ND 
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表 4 2023 年 4 月～2024 年 3 月の海底土中の 134Cs+137Cs 濃度 

（緊急時環境放射線モニタリング） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 海底土の 134Cs+137Cs 濃度の割合（緊急時環境放射線モニタリング） 

 

（２）高感度分析手法を用いた海水中の放射性 Cs 濃度の把握 

  ア AMP 濃縮法を用いた海水中の放射性 Cs 濃度の把握 

 極沿岸域 16 地点において 2023 年 9 月、2024 年 3 月に 32 検体を採取し、うち 2023 年 9 月の 16

検体について放射性 Cs 濃度の測定を完了した。134Cs 濃度はすべての地点で ND であり、137Cs 濃度

は 2.93～11.2 mBq/L であった（図 11）。 

 いわき市小名浜地先において 2023 年 4 月 3 日～2024 年 3 月 25 日に 52 検体を採取し、うち

2023 年 11 月 20 日までの 34 検体について放射性 Cs 濃度の測定を完了した。134Cs 濃度はすべて

の月で ND であり、137Cs 濃度は 2.06～6.17 mBq/L であった（図 11）。 

四倉沖 1 地点において 2023 年 1 月～2023 年 12 月までに 12 検体を採取し、放射性 Cs 濃度の測

定を完了した。134Cs 濃度はすべての月で検出下限値以下であり、137Cs 濃度は検出下限値以下～

2.17 mBq/L であった（図 12）。 

 

■ND ■10Bq/kg 未満 ■10Bq/kg～100Bq/kg 未満 

■100Bq/kg～1000Bq/kg 未満 ■1000Bq/kg 以上 

（年度） 

小計 うちND 最小値 最大値 平均値 標準偏差

浅海漁場

（相馬双葉海域）

浅海漁場

（いわき海域）

±27.9

±14.7

±33.4

134Cs+137Cs濃度(Bq/kg-dry)

25.7

44.6193

70.45.43

3.46

212 0

57

36松川浦 0

海域

154 ND 145 18.1

検体数
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図 11 極沿岸域及びいわき市小名浜地先における海水の 137Cs 濃度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 四倉沖における海水の 137Cs 濃度 

 

   イ 低バックグラウンド井戸型ゲルマニウム半導体検出器を用いた鵜ノ尾埼沖の海水中の
137Cs 濃度の把握 

鵜ノ尾埼沖 3 地点において 2022 年 2 月～2023 年 3 月までに 39 検体を採取し、井戸型 Ge 検出

器により 137Cs 濃度の再測定を行った。なお、2022 年 9 月については全地点で欠測となっている。
137Cs 濃度は鵜ノ尾埼沖東経 141.000°地点で 1.16～1.96 mBq/L、鵜ノ尾埼沖東経 141.600°地点

で 0.876～1.48 mBq/L、鵜ノ尾埼沖東経 142.000°地点で 0.804～1.27 mBq/L であった（図 13）。

鵜ノ尾埼沖の海水中の 137Cs 濃度は、2023 年には沖合に近似する傾向にあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 鵜ノ尾埼沖における海水の 137Cs 濃度 
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２ 海底土中の放射性 Cs の局所的分布メカニズムの解明 

（１）曳航式ガンマ線計測法（RESQ）による調査 

 1F 沖南北定線においては 2014 年度から、1F 沖東西定線においては 2015 年度から RESQ 調査を

開始し、2021 年度までの調査では曳航区間の一部で 100 Bq/kg-wet を超える 137Cs 濃度が検出さ

れていたが、その検出範囲には経時的な減少がみられ、2022 年度においては 100 Bq/kg-wet を超

える局所的に高い 137Cs 濃度は確認されなかった（図 14）。海底地形や潮流等による 137Cs の蓄積

・移動の影響が考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 RESQ 調査における 137Cs 濃度の経時的変動 

 

（２）水中テレビロボットカメラ（ROV）を用いた調査 

 1F 沖（水深 70m）で 2023 年 6 月に採取した海底土の 137Cs 濃度は、ROV で 11.5～14.0 Bq/kg-

dry、SM で 2.11～54.1 Bq/kg-dry であった（表 5）。 

 四倉沖（水深 30m）で 2023 年 7 月に採取した海底土の 137Cs 濃度は、ROV で 13.1～18.9 Bq/kg-

dry、SM で 14.1～52.2 Bq/kg-dry であった（表 5）。 

1F 沖（水深 30m）で 2023 年 9 月に採取した海底土の 137Cs 濃度は、ROV で 3.39～7.47 Bq/kg-

dry、SM で 1.06～13.9 Bq/kg-dry であった（表 5）。 

磯部沖（水深 30m）で 2024 年 2 月に採取した海底土の 137Cs 濃度は順次測定中。 

1F 沖の調査地点を比較すると、水深 70m より浅海の水深 30m で 137Cs 濃度が低い傾向がみられ

た。また同水深で比較すると、1F 沖より南側の四倉沖で 137Cs 濃度が高い傾向がみられた。 

 ROV による海底観察結果の一例を図 15 に示す。 

出典：海洋状況表示システム（Http://www.msil.go.jp/）をもとに作成  

●：0＜
137

Cs≦10 ●：10＜
137

Cs≦100 ●：100＜
137

Cs≦1,000 ●：1,000＜
137

Cs≦10,000 ●：10,000＜
137

Cs 

http://www.msil.go.jp/
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表 5 ROV 及び SM で採取した海底土の 137Cs 濃度（2023 年度） 

 

図 15 ROV による海底土性状の観察 
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登録データ  23-03-004「海水・海底土における放射性物質の動態の把握と汚染源の特定」（10-

69-2323） 

磯部沖（水深30m）
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研究課題名 陸域から河川を通した海域への放射性物質輸送及び魚介類、漁場への影響解明 

 小課題名  福島県汽水域を中心とした環境水・堆積物における放射性物質の動態把握 

 研究期間 2021 年～2023 年 

渡部 翔・榎本昌宏・遠藤雅宗   

                           瓜生純也*・鈴木翔太郎** 

 

目     的 

 陸域に沈着した放射性セシウム（以下、放射性 Cs）の一部は河川を通じて海域に流入するが、

詳細な動態には不明な部分がある。本研究では、河川の影響を受ける汽水域を中心に、放射性 Cs

の分布状況を把握することで、その動態メカニズムについて検討し、魚介類の食の安心・安全を

担保する知見の集積につなげる。 

 

方     法 

１ 環境水及び堆積物中の放射性 Cs 濃度の把握 

 本研究は、農林水産分野の先端技術展開事業のうち現地実証研究委託事業である「ICT インフ

ラを用いた効果的な種苗放流による資源の安定化」の中課題「河口域等における放射性物質の分

布状況の把握」の一環として、2021 年度から開始したものである。環境中の年間での放射性 Cs 濃

度変動を調査するため、松川浦 4 地点、松川浦湾口 1 地点、流入河川 4 地点、河口 3 地点及び外

海 1 地点の 5 群 13 地点において（図 1、表 1）、2023 年 6 月、8 月、10 月、2024 年 2 月及び 3 月

に、それぞれ環境水及び堆積物を採取した。検体量は環境水においては 40L、堆積物においては

200g 以上とし、松川浦湾口 1 地点、河口 1 地点及び流入河川 4 地点では岸壁から採水バケツ及び

エクマンバージ採泥器により検体を採取し、松川浦 4 地点及び河口 2 地点では調査船かろうねか

ら採水バケツ及びエクマンバージ採泥器により検体を採取し、外海 1 地点では調査指導船拓水か

ら採水バケツ及びスミス-マッキンタイヤ採泥器により検体を採取した。また、潮汐等の影響によ

る日間での放射性 Cs 濃度変動を調査するため、松川浦 1 地点、松川浦湾口 1 地点、流入河川 1 地

点及び河口 1 地点の 4 群 4 地点において（図 1、表 1）、2023 年 8 月調査と同日の 14 時から 4 時

間おきに 6 回（24 時間）、連続的に環境水を採取した。検体量は 40L とし、日間調査の 4 地点で

は岸壁から採水バケツにより検体を採取した。 

採取した検体のうち環境水は、本事業コンソーシアムメンバーである国立大学法人福島大学及

び株式会社 KANSO テクノスにおいて、0.45µm フィルターでろ過してフィルターを通過したものを

溶存態、フィルター上に残留したものを懸濁態として分離した後、溶存態はリンモリブデン酸ア

ンモニウム（以下、AMP）濃縮法により処理し、ゲルマニウム半導体検出器（以下、Ge 検出器）に

より溶存態及び懸濁態の 137Cs 濃度を測定した。 

採取した検体のうち堆積物は、福島県水産海洋研究センターにおいて吸引ろ過により脱水した

後、U-8 容器に 100g 程度を移し、Ge 検出器により 137Cs 濃度を測定した。堆積物は検体を別途乾

燥させて乾土率を算出し、乾重量あたりの 137Cs 濃度に換算した。また、2021 年度～2022 年度ま

でに採取した堆積物について、レーザー回析/散乱式粒子径分布測定装置により粒度を計測し、そ

の組成から比表面積（単位質量あたりの表面積）を算出し、He and Walling1）を参考に比表面積

と 137Cs 濃度の関係について検討した。加えて、Yoshimura et al.,2)を参考に各検体から粒度の

影響を除いた補正 137Cs 濃度を算出し、群ごとに比較した。 
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図 1 環境水・堆積物採取地点図（左：福島県全体、右：松川浦） 

 

表１ 環境水・堆積物採取地点 

 

２ 表面マイクロ層（SML）の放射性 Cs 動態解明 

 松川浦における環境水中の放射性 Cs 動態を解明する端緒とするため、同地点鉛直方向での環

境水中の放射性 Cs 濃度変動について検討した。調査地点は松川浦 1 地点とし（図 2）、2023 年

10 月、11 月及び 2024 年 2 月に環境水及び堆積物を採取した。調査は表面マイクロ層（以下、SML）

と表現される水面の厚さ 1mm 層の環境水を図 3 に示す SML 採水器により採取するとともに、SML

検体採取の前後で同地点水深約 0.5m の環境水（以下、直下水）を横型採水器により 40L 採取し、

すべての環境水検体採取が完了したのちに同地点の堆積物をエクマンバージ採泥器により 200g

日間調査

岸壁 かろうね 拓水

松川浦 棚脇前 37 . 822 140 . 976 ○ ○

十二本松 37 . 820 140 . 981 ○ ○ ○

岩子 37 . 805 140 . 975 ○ ○

大洲東 37 . 797 140 . 979 ○ ○

松川浦湾口 新港 37 . 828 140 . 977 ○ ○ ○

流入河川 小泉川 37 . 808 140 . 927 ○ ○

宇多川 37 . 790 140 . 913 ○ ○

梅川 37 . 784 140 . 955 ○ ○ ○

日下石川 37 . 759 140 . 943 ○ ○

河口 小泉川河口 37 . 821 140 . 962 ○ ○

宇多川河口 37 . 813 140 . 974 ○ ○

梅川河口 37 . 787 140 . 970 ○ ○ ○

外海 磯部沖約0.8km 37 . 800 141 . 004 ○ ○

実施地点

位置 月間調査

群 地点
北緯（ ° ） 東経（ ° ） 実施地点

検体採取方法

調査地点：○松川浦、△松川浦湾口、□流入河川、◇河口、＋外海 

うち、塗りつぶしの地点では日間での調査も実施 

小泉川 

日下石川 

梅川 

宇多川 

棚脇前 

十二本松 

岩子 

大洲東 

38°N 

37°N 

140°E 141°E 142°E 

出典：地理院地図 Vector（https://maps.gsi.go.jp/vector/）を加工して作成  

   海洋状況表示システム（Http://www.msil.go.jp/）をもとに作成  

https://maps.gsi.go.jp/vector/
http://www.msil.go.jp/
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以上採取することで行った。SML 検体については 2023 年 10 月及び 11 月は約 360 分かけて採取

し、2024 年 2 月は約 120 分かけて採取した。SML 検体採取の開始時、採取終了時及び 2023 年 10

月及び 11 月調査では約 180 分経過時に各 100ml を塩分濃度測定に、採取開始時及び採取終了時

に各 300ml をクロロフィル a 濃度測定（Holm-Hansen 法）に供するため別容器に取り分け、直下

水については採取時に各 100ml を塩分濃度測定に、各 300ml をクロロフィル a 濃度測定に供する

ため別容器に取り分けた。 

採取した検体のうち環境水は、0.45µm フィルターでろ過してフィルターを通過したものを溶存

態、フィルター上に残留したものを懸濁態として分離した後、溶存態は AMP 濃縮法により処理し、

Ge 検出器により溶存態及び懸濁態の 137Cs 濃度を測定した。 

採取した検体のうち堆積物は、福島県水産海洋研究センターにおいて吸引ろ過により脱水した

後、U-8 容器に 100g 程度を移し、Ge 検出器により 137Cs 濃度を測定した。堆積物は検体を別途乾

燥させて乾土率を算出し、乾重量あたりの 137Cs 濃度に換算した。 

加えて周辺環境情報を把握するため、SML 検体採取中に 30 分おきに SML 採水器周辺の風速を記

録するとともに、検体採取の前後に直読式総合水質計（AAQ-RINKO）を用いて検体採取地点の表層

から底層までの深度、水温、塩分、pH 及び DO 等を測定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 SML 環境水・直下水採取地点図（左：福島県全体、中：松川浦、右：調査地点） 

 

 

 

図 3 SML 採水器概要図（左：SML 採水器写真、右：調査方法） 

 

 

 

38°N 

37°N 

140°E 141°E 142°E 

出典：地理院地図 Vector（https://maps.gsi.go.jp/vector/）を加工して作成  

   海洋状況表示システム（Http://www.msil.go.jp/）をもとに作成  

SML 採水ドラム 

SML 

試料受け皿 

試料を容器へ汲み上げる 

環境水 

調査船等 

https://maps.gsi.go.jp/vector/
http://www.msil.go.jp/
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結     果 

１ 環境水及び堆積物中の放射性 Cs 濃度の把握 

 環境水の溶存態及び懸濁態 137Cs 濃度の年間推移を図 4 に示す。松川浦 4 地点では溶存態 137Cs

濃度は 4.24～16.8 mBq/L、懸濁態 137Cs 濃度は検出下限値未満（ND）～11.8 mBq/L であり、松川

浦湾口 1 地点では溶存態 137Cs 濃度は 5.69～9.22 mBq/L、懸濁態 137Cs 濃度は 0.221～1.84 mBq/L

であり、流入河川 4 地点では溶存態 137Cs 濃度は 0.805～3.06 mBq/L、懸濁態 137Cs 濃度は 0.659～

34.2 mBq/L であり、河口 3 地点では溶存態 137Cs 濃度は 4.25～23.3 mBq/L、懸濁態 137Cs 濃度は

ND～69.3 mBq/L であり、外海 1 地点では溶存態 137Cs 濃度は 2.74～4.52 mBq/L、懸濁態 137Cs 濃度

は 0.163～1.22 mBq/L であった。溶存態 137Cs 濃度では年間を通して大きな変動はみられなかっ

たが、懸濁態 137Cs 濃度では流入河川及び河口の一部で数十 mBq/L 程度の変動がみられた。また、

環境水の溶存態及び懸濁態の 137Cs 濃度の日間推移を図 5 に示す。松川浦 1 地点では溶存態 137Cs

濃度は 4.96～13.2 mBq/L、懸濁態 137Cs 濃度は 0.697～2.65 mBq/L であり、松川浦湾口 1 地点で

は溶存態 137Cs 濃度は 5.25～11.3 mBq/L、懸濁態 137Cs 濃度は 0.128～0.921 mBq/L であり、流入

河川 1 地点では溶存態 137Cs 濃度は 1.47～2.48 mBq/L、懸濁態 137Cs 濃度は 7.80～14.4 mBq/L で

あり、河口 1 地点では溶存態 137Cs 濃度は 17.2～23.8 mBq/L、懸濁態 137Cs 濃度は 6.34～29.4 

mBq/L であった。溶存態 137Cs 濃度では日間を通して地点ごとに大きな変動はみられなかったが、

懸濁態 137Cs 濃度では河口では数十 mBq/L 程度の変動がみられた。 

 堆積物の 137Cs 濃度の年間推移を図 6 に示す。松川浦 4 地点では 12.8～49.8 Bq/kg-dry であ

り、松川浦湾口 1 地点では 61.2～407 Bq/kg-dry であり、流入河川 4 地点では 0.778～90.0 Bq/kg-

dry であり、河口 3 地点では 35.7～209 Bq/kg-dry であり、外海 1 地点では 1.60～3.46 Bq/kg-

dry であった。2021 年度～2022 年度までの堆積物検体の比表面積と 137Cs 濃度との関係を図 7 に

示す。Spearman の順位相関係数を群ごとに求めたところ、流入河川、河口及び松川浦で有意な正

の相関がみられたことから、堆積物 137Cs 濃度のばらつきは比表面積の違いが要因の一つと考え

られた。2021 年度～2022 年度までの堆積物検体の実測の 137Cs 濃度と補正 137Cs 濃度との関係を

図 8 に示す。堆積物の実測の 137Cs 濃度は流入河川＞河口＞松川浦＞外海（松川浦湾口は例外的に

高い値）のように、段階的に減少する傾向がみられたが、補正 137Cs 濃度は流入河川＞河口≒松川

浦≒松川浦湾口＞外海となり 2 段階で減少する傾向となることが明らかとなった。また、実測の
137Cs 濃度においてみられた松川浦湾口の例外的に高い値は粒度の影響によるものと考えられた。 
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図 4 環境水の 137Cs 濃度の年間推移（左：溶存態 137Cs 濃度、右：懸濁態 137Cs 濃度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 環境水の 137Cs 濃度の日間推移（左：溶存態 137Cs 濃度、右：懸濁態 137Cs 濃度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 堆積物の 137Cs 濃度の年間推移 
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図 7 堆積物の比表面積と 137Cs 濃度との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 堆積物の実測の 137Cs 濃度と補正 137Cs 濃度との関係 

（上：箱ひげ図の説明、左：実測の 137Cs 濃度、右：補正 137Cs 濃度） 
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２ 表面マイクロ層（SML）の放射性 Cs 動態解明 

 SML 検体は 10 月調査では 359 分かけて 19.8L 採取し、11 月調査では 360 分かけて 22.5L 採取

し、2 月調査では 119 分かけて 10.4L 採取した。SML 及び直下水の溶存態及び懸濁態の容積あた

りの 137Cs 濃度を図 9 に、懸濁態の重量あたりの 137Cs 濃度を図 10 に示す。なお、10 月調査のう

ち SML 採取前の直下水については、潮位の影響により水深約 0.3m での採取となった。また、濃縮

係数（SML/直下水）を算出して比較した。容積あたりの 137Cs 濃度は、10 月調査では溶存態：5.33

～11.3 mBq/L、懸濁態：3.22～13.3 mBq/L であり、11 月調査では溶存態：6.47～6.81 mBq/L、懸

濁態：0.748～25.5 mBq/L であり、2 月調査では溶存態：6.46～7.56 mBq/L、懸濁態：2.00～49.7 

mBq/L であった。濃縮係数は、10 月調査では溶存態：平均 1.57、懸濁態：平均 3.29 であり、11

月調査では溶存態：平均 0.940、懸濁態：平均 31.9 であり、2 月調査では溶存態：平均 0.889、

懸濁態：平均 21.0 であった。溶存態は 10 月調査のうち SML 採水後に採取した直下水において SML

より 137Cs 濃度が低い傾向がみられたが、SML 採水前に採取した直下水においては SML と同程度の
137Cs 濃度であった。11 月及び 2 月調査では直下水において SML より 137Cs 濃度が若干高い傾向が

みられた。懸濁態の重量あたりの 137Cs 濃度は、10 月調査では 423～513 Bq/kg であり、11 月調査

では 176～529 Bq/kg であり、2 月調査では 363～795 Bq/kg であった。濃縮係数は、10 月調査で

は平均 1.18 であり、11 月調査では平均 1.97 であり、2 月調査では平均 0.669 であった。10 月調

査の直下水及び 11 月調査のうち SML 採水前に採取した直下水において SML より 137Cs 濃度が低い

傾向がみられたが、11 月調査のうち SML 採水後に採取した直下水においては SML と同程度の 137Cs

濃度であった。2 月調査では直下水において SML より 137Cs 濃度が高い傾向がみられた。また、堆

積物の 137Cs 濃度は 10 月調査で 18.3 Bq/kg、11 月調査で 17.1 Bq/kg、2 月調査で 35.4 Bq/kg で

あり、懸濁態の重量あたりの 137Cs 濃度より明らかに低い値であることが確認された。 

風速及び検体採取地点近傍における調査同日の 1 時間毎の潮位を図 11 に示す。風速は、10 月

調査では 0.5～2.0 m/s であり、11 月調査では 0.0～1.3 m/s であり、2 月調査では 0.0～1.1 m/s

であった。概ね弱い風速で推移していたが、10 月調査においては時間経過と共に風速が強まる傾

向がみられた。潮位は、10 月調査では 1.18～1.99 m であり、11 月調査では 0.739～2.25 m であ

り、2 月調査では 1.26～2.14 m であった。10 月調査では満ち潮、11 月調査では引き潮から満ち

潮、2 月調査では引き潮での調査となっており、塩分濃度の値との整合性がみられた。 

 SML 及び直下水検体の塩分濃度を図 12 に、クロロフィル a 濃度を図 13 に示す。塩分濃度は、

10 月調査では時間経過とともに値の増加がみられ、11 月調査では調査中に値の変動はみられず、

2 月調査では時間経過とともに値の減少がみられた。クロロフィル a 濃度は、いずれの調査日も

SML 採取開始時の値が他と比較して高く、特に 11 月調査において顕著であった。 

検体採取前後に取得した直読式総合水質計による環境データを表 2 に示す。なお、機器が縦方

向に長い構造であるため、一部深度データにおいて直下水の採取深度より浅い値となっている。

いずれの調査月も、深度ごとの環境データの大きな変動はみられなかった。水温は、10 月及び 11

月調査では検体採取前後で約 2.5℃の変動がみられ、2 月調査では約 0.4℃の変動にとどまってい

た。塩分濃度は、10 月調査では検体採取前より検体採取後に高い値であり、11 月調査では検体採

取前後で大きな変動がみられず、2 月調査では検体採取前より検体採取後に低い値であり、検体

の塩分濃度と同様の傾向がみられた。pH は、ほとんどの調査において約 8 前後となっていたが、

2 月調査のうち検体採取後においてのみ約 6.8 の低い値がみられた。DO は最も大きな変動がみら

れ、調査月ごと、検体採取前後においてそれぞれ異なる値がみられた。 
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図 9 SML 及び直下水の容積あたりの 137Cs 濃度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 懸濁態における SML 及び直下水の重量あたりの 137Cs 濃度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□溶存態 137Cs 濃度、■懸濁態 137Cs 濃度 
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SML 前   SML 後 

濃縮係数 平均 3.29 濃縮係数 平均 31.9 濃縮係数 平均 21.0 
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SML 前 SML 後 

濃縮係数 平均 1.18 濃縮係数 平均 0.669 濃縮係数 平均 1.97 10 月 11 月 2 月 
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図 11 SML 採取時の風速及び潮位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 SML 採取経過時間ごと及び直下水採取時の検体の塩分濃度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 SML 採取経過時間ごと及び直下水採取時のクロロフィル a 濃度 
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表 2 環境水検体採取前後の表層から底層までの環境情報 
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研究課題名 環境から魚介類へ取り込まれる放射性物質の動態把握 

小課題名  飼料の組成から影響を受ける魚体の 137Cs 濃度と炭素・窒素安定同位体比の変化 

研究期間 2021 年～2022 年 

榎本昌宏 

 

目     的 

福島県沿岸域における魚介類の放射性セシウム濃度は近年、全体的に低下傾向にあるが、その

蓄積メカニズムには未だ不明な点が残されている。魚体内の放射性セシウム濃度は海水や餌生物

等の複数の要因により影響を受けるため、自然環境での調査から検証することは困難である場合

が多い。そこで本研究では、魚介類の放射性物質蓄積メカニズムを解明するために飼育試験によ

る放射性セシウム(137Cs)の動態把握を行う。 

本報告では、137Cs を含む飼育水からの取り込みについて実施した 2022 年度飼育試験の結果と、

2023 年度に実施した飼育試験について報告する。 

 

方     法 

１  2022 年度飼育試験 

 飼育設定を表 1 に示す。飼育試験はホシ

ガレイ 1 歳魚 6 尾を用いて無給餌で実施し

た。飼育水槽には市販の 60cm ガラス水槽を

用い、各水槽にホシガレイ 1 尾を収容した。

試験区の飼育水は、県内で採取した森林土

壌を材料として酸抽出法により得られた
137Cs 含有水 5L を、当センターで揚水して

いる自然海水を 0.45 ㎛フィルターでろ過

した海水で約 1Bq/L となるよう希釈して用

いた。対照区の飼育水は、希釈に使用したろ過海水を用いた。飼育条件は閉鎖循環とし、物理ろ

過を目的としてろ過槽内部に市販のポリエステル製マットを設置した。試験中は水温維持のため、

自然海水を用いたウォーターバスで管理した。試験期間は 4 週間とし、試験区は 7、14、21、28

日目、対照区では 0、28 日目に供試魚を取上げ、全長、体長、体重を測定した後、137Cs 濃度の測

定を行った。137Cs 濃度は、供試魚から筋肉を採取し測定に供した。また、海水の 137Cs 濃度は対

照区では 0 日目の自然海水と 28 日目の飼育水を採水して測定に供した。試験区では 0、7、14、

21、28 日目に各水槽の飼育水を採水しゲルマニウム半導体検出器を用いて測定した。 

 

２ 2023 年度飼育試験 

飼育設定を表 2 に示す。飼育試験はホシガレイ 2 歳魚を用いて、飼育水槽に FRP500L 円形水槽

を用い、対照区に 18 尾、試験区に 27 尾を収容した。試験区の飼育水は、2022 年度飼育試験と同

様に森林土壌を材料として酸抽出法により得られた 137Cs 含有水 8L を、当センターで揚水してい

る自然海水を 0.45 ㎛フィルターでろ過した海水で約 1Bq/L となるよう希釈して用いた。対照区

の飼育水は、希釈に使用したろ過海水を用いた。 

表 1 2022 年度飼育試験における飼育条件 

 

項目 内容

供試魚 ホシガレイ2歳魚×6尾

飼育期間 2023年1月24日～2月21日(28日間)

水槽 60cmガラス水槽×5面

容量 50L

飼育水
対照区(0,28日区)：自然海水

試験区(7,14,21,28日区)：Cs含有海水(濃度約1Bq/L)

収容尾数 各区1尾/面

給餌 無給餌
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飼育条件は閉鎖循環とし、75L プラスティックコ

ンテナをろ過槽、市販のプラスティック系ろ材を

使用した。飼育期間中の水温管理は行わなかった。

給餌は市販の配合餌料を用い、摂餌を確認しなが

ら手撒きで行った。試験区は 0、7、14、28、42、

56、70、84 日目、対照区では 0、7、14、42、84 日

目に供試魚を取上げ、全長、体長、体重を測定し

た後、供試魚から筋肉を採取した。また、海水の
137Cs 濃度は対照区では 0 日目と 84 日目の飼育水

を採水し 0.45μm フィルターでろ過後、リンモリ

ブデン酸アンモニウム（AMP）濃縮法による測定に

供した。 

試験区では 137Cs のろ材への吸着を確認する

ため、供試魚を収容する 2 週間前から飼育水を

循環させ、-13、-6 日に放射性 Cs 濃度の変化を

確認した。その後、0、7、14、28、42、56、70、

84 日目に飼育水 2L を採水しマリネリ容器でゲ

ルマニウム半導体検出器を用いて測定した。 

  

結     果 

 

１ 2022 年度飼育試験 

 試験期間中、飼育水温は各区とも同じような

変動を示し 10.9℃から 13.6℃の範囲で推移し

た。また、供試魚に異常は認められず、体重に

大きな変動はなかった。 

期間中の試験区における飼育水の 137Cs 濃度

の推移を図 2 に示す。137Cs 濃度は 0.63Bq/L から 1.62Bq/L の間で推移した。なお、各試験区とも

毎週飼育水の 137Cs 濃度を測定したが、28 日区の 21 日目はゲルマニウム半導体検出器の点検と

重なったことから欠測とした。 

 

    

図 2 飼育水の 137Cs 濃度の推移       図 3 筋肉の 137Cs 濃度と aCR の推移 

 

 

表 2 2023 年度飼育試験における飼育条件 

  

項目 内容

供試魚 ホシガレイ2歳魚

飼育期間 2023/12/12-2024/3/5(84日間)

水槽 FRP500L円形水槽

実水量 400L

飼育水
試験区：Cs含有海水(濃度約1Bq/L)

対照区：自然海水

飼育尾数
試験区：27尾

対照区：18尾

給餌 手撒き給餌

 

図１ 飼育水槽全景 

飼育槽 

ろ過槽 

循環ポンプ 
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筋肉の 137Cs 濃度と見かけ上の濃縮係数(aCR:(筋肉の 137Cs 濃度)/(飼育水の 137Cs 濃度))の推移

を図 3 に示す。21 日区の飼育水の 137Cs 濃度が 0.63Bq/L と低い値だったことから、aCR は 2.6kg/L

に上昇したが、28 日目では 1.9kg/L であった。筋肉の 137Cs 濃度は 28 日目で 2.1Bq/kg で上昇傾

向であった。一方、対照区は 0.09Bq/kg から 0.13Bq/kg で推移した。 

 28 日間の飼育期間でも筋肉の 137Cs 濃度は上昇傾向であり、平衡状態に達するまでは更に時間

がかかると考えられたことから、更に長期間の飼育試験が必要と考えられた。 

 

２ 2023 年度飼育試験 

 試験開始時に試験区 27 尾、対照区 18 尾を収容したが、試験区で斃死があり当初予定していた

サンプリングが困難となったことから、1 回

あたりのサンプリング尾数を 3 尾から 1 尾に

変更して試験を継続した。 

飼育期間中の 137Cs 濃度の推移を図 4 に示す。

飼育水中の 137Cs 濃度は 0.80～1.67Bq/L で大

きな変動はなかったことから、ろ材への吸着

の影響は少なかったと考えられた。今後、試

料の 137Cs 濃度の分析を行い、飼育試験結果の

解析を行う予定である。 

 

文    献 

 なし 

 

結果の発表等 なし 
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図 4 飼育水の 137Cs 濃度の推移 
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